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自己評価作成日 平成29年12月6日 評価結果市町受理日

その人その人の、今までの物語（生活歴）を大切にし、スタッフも物語を知った上で、各入居者の心に寄り添うケア
を実践している。また、入居者の心が動いた時に、すぐに行動ができ、そして小回りのきくケアを実践している。
個々人それぞれにケア内容は違い、一人ひとりが持つ力を最大限に活かし、笑顔が絶えないケアをスタッフ一丸で取
り組んでいる。理念である「笑顔と温もりの中でそして家族として…」を大切に考え色々な場面において、自分の親
や祖父母だったらどうするだろうかと常に自分自身に問いかけ、もえぎが入居者様の「家」に近づけるように日々努
めている。買物等、どんどん外に出て行くようにし、家族や知人、ボランティアの方々の訪問を積極的に受け入れ、
閉鎖的にならないように、常に外の空気が入って来るように努めている。また、家族会との合同行事を年に5回行
い、ご家族との信頼関係を築いている。職場体験や専門学校、介護職員初任者研修の実習施設として、地域に開かれ
たホームになるよに努めている。「魅力ある福祉・介護職場宣言ひろしま」の事業所として登録をして、職員も働き
やすい職場になるように努めている。

有限会社もえぎの代表者は、開設時より常に利用者と向き合い、より良い支援を目指し熱心に取
り組んでいる。今年度は昨年からスタートした”理念の見直し”に力を入れ①理念の見直しチー
ム ②働き易い職場作りチーム ③利用者及び職員の安全を考えるチームと、３チームに分け、
まずは参加希望の職員で立ち上げた。目的はプロとして職員のモチベーションを上げるだけで無
く、ワークバランスを考え働き易くより良い支援が出来る様、その為社長や管理者目線でなく職
員自ら考え目標を決め、実践に繋げる事を目指しての取り組みである。また地域と共にある事業
所として、地域活動にも積極的に参加しリーダー的な一面もある。同事業所は交通量の多い道路
脇に立地しているが、出入り口は閉め切らず見守り重視で事故なく家族からも信頼が厚い、全職
員は現支援に満足することなく、更なる努力を重ねサービスの向上を目指している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。
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外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

基本理念の他に、事業所は理念に基づき目
標を定め「笑顔と温もりある生活・共に歩
む・家族として・基本理念を実現する」努
力する事を掲げ、両ユニットは定期的に研
修を行っている。今年度は理念の見直しに
力を入れ、職員各々が理念を咀嚼し、実践
に活かす取り組みがある。また理念が理解
され易いよう、環境づくりにも力を入れて
いる。

毎月１回の職員全体会議で、基本理念に基づいた研修や話
し合いを行い、基本理念について職員が常に振り返る様に
している。また、毎年理念に基づいたユニット目標を決め
具体的な行動指針も作成し達成するように努め、年度末に
は評価を行い次年度につなげている、また、茶話会でも,
対応が難しい時は、入居者が「自分の家族だったら・・」
を基本にして、職員間で話し合い、毎日、笑顔で入居者に
接するように努めている。年に１回全体会議で新入職員が
入った時には、ホーム長が理念について話し、管理者がど
んな「家」にしたいのか話している。更に「理念チーム」
を作り毎月１回各ユニットの代表が集まり、理念が職員に
解りやすくなるように浸透するように検討をしている。

自己
評価

外部
評価

項目

1

入居者の困りごとを相談に行くなど協力
関係を築いている。

日頃から相談事が有れば、市町に行き協
力関係を築く努力はされている。管理者
は認知症アドバイザーとして、年に１～
２回地域包括センターより講演依頼を受
け、出掛けている。更に地域の小学校に
も車イスの使い方等、職員が講師として
出向き、市町と色いろな形で連携を取っ
ている。

毎年、お祭りや地域の行事などに参加して
おり、準備や後かたずけや反省会にも、毎
年参加させて頂いている。秋祭りではお神
輿を担ぐなど、年々地元の人々と交流が深
まっている。毎日、近所のスーパーへ買い
物に行っているので、顔なじみになり声を
掛けて下さる地域の皆様が増えている。毎
朝、もえぎの周辺の掃除をしている。

地域は商工業が多いエリアで町内会はな
い。隣のマンション住民からの情報を基
に、地域行事に参加し交流している。特に
夏祭りは行事内容を一番把握しているため
頼りにされている。平素は毎朝道路沿いの
ゴミやふんの掃除を管理者が行っている。
また天気の良い日は、利用者と共に散歩に
出掛け、季節感も味わいながら地域住民と
挨拶を交わしている。

女性会の会長やスーパーの店長・お寺の
住職など地域の方を増やし、ニケ月に一
回、状況報告を行い、助言を頂きサービ
スの向上に努めている。出席しない職員
は議事録を読み内容を把握している。

会議の出席者は、地域のさまざまな住民や
市町関係者で、活発な意見交換が成されて
いる。同事業所の出席出来ない職員には議
事録を渡し、内容を把握して貰いサービス
の向上に役立てる様取り組んでいる。また
前回課題であった、家族へ会議録を送付し
取り組みを伝える事も、毎回きちんと行っ
ている。

認知症高齢者１００万人キャラバンのアド
バイザーとして地域の方に講演し、地域の
方に認知症のことを理解してもらう努力を
している。また、地域密着型サービス事業
者交流会にも参加し、地域の高齢者等の暮
らしに役立てることはないか検討してい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地
域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており，玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。
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全体会議で、研修を行い職員の意識統一を
している。また、外部研修にも参加し、
日々拘束は行わないことを職員全員が、意
識してケアに取り組んでいる。少しでも疑
問に思った事は全職員で話し合いをしてい
る。入居者の動きを職員が言葉や強制的な
態度で止めることがないよう、本人の思い
を受け止めて支援をするようにしている。

玄関は常にオープンで、チャイムを利用し
ながら見守りを行っている。ヒヤリハット
も有るが常に人数を把握し、事故に繋がる
ことは無く、家族からも不安の声はない。
外部研修にも積極的に参加し、日頃のケア
が慣れ合いにならない様、初心に戻り見直
す良いきっかけになっている。また言葉の
拘束も職員は自覚を持って支援している。

職員は、事業所内で虐待が見過ごされる事
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る。入居者ついては、トイレ時や更衣時、
入浴時に皮膚観察をし、異変が無いか注意
を払っている。職員は全体会議、新人研修
でビデオを観て、何が虐待なのか、何故虐
待をしてはいけないのかを、具体的に学ん
でいる。外部研修にも参加している。

管理者が勉強会に参加し成年後見制度に
ついて学び活用できるよう努めている。

面接時、家族の不安や、疑問を聞き、契
約時には、契約内容の説明をしっかり
行っており、納得して頂いてから、契約
をしてもらっている。

重要事項にも載せているが、苦情処理の体
制ができている。また、不満．苦情など気
軽に話して頂けるようコミュニケーション
に努めている。意見箱も設けているが、直
接、職員や管理者に言われることが多い。
苦情が出た場合は早急に集まり話をしてい
る。本人が納得されるように、素早い対応
を心がけている。

来所される家族には、調節意見を聞く機会
を設け対応している。遠方の家族へは”も
えぎだより”を送付している。家族の意見
が反映された事例で、男性主任職員がホー
ムページの掲載を担当し、ホットな情報を
作成しており、家族から更新の度に楽しみ
に閲覧し継続して欲しいとの声があった。
今後も更なる取り組みが期待される。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，本人
が困っていること，不安なこと，要望等
に耳を傾けながら，本人の安心を確保す
るための関係づくりに努めている。
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安芸区のグループホーム交流会に参加し
てテーマに沿って意見交換会を行ってい
る。また、他グループホームの職員と相
互交流会を行いお互いのグループホーム
の活動について学び意見交換の機会を
持っている。
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Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

利用前には、事前訪問もしくは、事前に
ホームに来ていただき、説明や本人の望
むこと、不安などを、お話しながら、受
けとめる努力をしている。お聞きした内
容について、入居前に職員全員で話し合
いを行い希望を取り入れたり不安がない
ように努めている。

月一回会議を開き、職員間でまとまった意見を管
理者に話し、意見交換をしている。また、管理者
は日頃から不満、苦情など気軽に話しが出来るよ
うに職員とコミュニケーションを図っている。平
成24年度から人事考課を取り入れて代表者や管理
者は、年に３回個別に面談を行って意見や提案を
聴いている。職員全員にアンケートを行い、様々
な意見を考慮し、働きやすい環境や仕組みをつく
る努力をしている。

同事業所は、ワークバランスを念頭に働き
易い環境を作る為の体制づくりを行ってい
る。職員からの意見は会議の場のみでは無
く、様々な場面（個人面談等）で行ってい
る。職員からの要望で、環境の整備（用具
の管理）ソフト面（入浴時での車イスの導
入）に対して、話し合いを重ね必要に応じ
て反映させるよう取り組んでいる。

向上心を持てる様に、ユニットの年間目
標及び、個人の目標を作成している。そ
の際受けたい研修を聞き希望に添った研
修に参加出来るようにしている。また、
日々のコミュニケーションを大事にして
いる。人事考課を取り入れて、やる気を
引き出すようにしている。

年間で研修計画を立て法人内外の研修を受けられ
る体制を作っている。また、職員の興味がある研
修を聞き、希望に添った研修が受けられるように
努めている。外部からの講師を招いての研修を
行っている。介護福祉士、介護支援専門員の資格
習得に向けての勉強会を行っている。主任、副主
任が講師となり、奇数月に２階３階合同で勉強会
を行い口腔ケア・介護技術・看取り・調理・褥瘡
ケア等のテーマにそって学んでいる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，家族
等が困っていること，不安なこと，要望
等に耳を傾けながら，関係づくりに努め
ている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，本人
と家族等が「その時」まず必要としてい
る支援を見極め，他のサービス利用も含
めた対応に努めている。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立場に
置かず，暮らしを共にする者同士の関係
を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立場に
置かず，本人と家族の絆を大切にしなが
ら，共に本人を支えていく関係を築いて
いる。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう，支
援に努めている。

事業所として出来る限りの対応に努め必
要に応じて、他のサービス利用の調整を
行っている。

入居者に調理の下ごしらえ、盛り付けな
どを手伝ってもらい、職員も一緒に食事
を摂ることで、共通の話題が増えてい
る。本人の気持を理解するために、コ
ミュニケーションをとり、共感していけ
るようにしている。

入居前には、事前訪問、またはホームに
来ていただき、説明や家族の望むこと、
不安な事などを聞きながら、受け止める
努力をしている。相手の立場に立ち、話
を良く聞き受け止め関係を築くことに努
め、家族の体験や思いを理解しその家族
自身を支える努力をしている。
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面会に来て頂くことを、積極的にお願いを
し、家族と一緒に本人を支えるように取り
組んでいる。また、入居時に共に支えてい
くことをお願いし、了承を得ている。家族
会が出来て合同で行事を行う事により喜怒
哀楽を共にしているが行事に参加して下さ
るご家族が少ないので、次回の行事の予告
をしたり、日々の生活の様子を面会時にお
話しするように心がけている。毎月の手紙
にも行事へのお誘いをしている。

知人、友人からの手紙や、電話のやりと
りを大切にしている。面会は自由に出来
ている。また、今まで通っていた美容院
へも出かけ、今までの関係が切れないよ
うに支援している。

利用者が、家族や知人に電話をかける事
があり、職員は希望に応じて関係が途切
れないよう支援している。毎月１回リビ
ング横にある仏壇で、住職により報恩講
が開催されたり、２か月に１度アコーデ
オンの鑑賞を楽しんだりもしている。ま
た馴染みのスーパーで買い物を楽しむ
等、関係が途切れないよう支援してい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い，
支え合えるような支援に努めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても，こ
れまでの関係性を大切にしながら，必要
に応じて本人・家族の経過をフォロー
し，相談や支援に努めている。

○思いやりや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望，意
向の把握に努めている。困難な場合は，
本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方，生活環境，これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身状
態，有する力等の現状の把握に努めてい
る。

21

24

25

23 9

入居者同士、話ができ関わりを持てるよ
うに、職員が中に入り支援をしている。
また、相性の悪い入居者同士を離すので
はなくスタッフが間に入り少しでも和や
かに共有の時間を増やしていくよう努め
ている。ホットプレートを活用し、入居
者同士が協力をして、お手伝いが出来る
ように職員が声をかけている。

契約終了後も相談があればいつでも応
じ、今までの関係を断ち切らないように
している。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

入居者の希望、意向を大切にし把握が困
難な場合は本人の視点に立って思いを汲
み取るように努めている。ご家族が面会
に来られた時に、家での暮らしについて
お話を聴く様にしている。

利用者一人ひとりの生活歴や、日頃の暮
らし方を把握し、気付き等を職員は共有
し支援に努めている。また利用者の思い
を叶える事が困難な場合は、家族と相談
したり職員と話し合い代替案を探し、共
に意向の把握に努め、出来る限り希望に
近づけるよう支援に努めている。

入居前の面接時に本人の生活歴や生活環
境、これまでのサービス利用の経過など
の把握を行っている。また、お茶の時間
や、お手伝いを一緒に行う時に、入居者
が昔の暮らしや、季節の行事について、
生き生きと話しをされる事があるので、
しっかり聴いて把握している。

日常生活を通して、その人らしい暮らしが
出来るよう、努めている。また、お手伝い
をして頂くことで、今出来ることを発見し
たり、思いがけない力を発揮される場面も
あるので、できるだけ参加して頂けるよう
に、声掛けをしている。寝不足や体調不良
の方がおられたら、早目に休んで頂くよう
心がけている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について，本人，家族，必要な
関係者と話し合い，それぞれの意見やア
イデアを反映し，現状に即した介護計画
を作成している。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気づき
や工夫を個別記録に記入し，職員間で情
報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生まれる
ニーズに対応して，既存のサービスに捉
われない，柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資
源を把握し，本人が心身の力を発揮しな
がら安全で豊かな暮らしを楽しむことが
できるよう支援している。

○かかりつけ医の受診診断

受診は，本人及び家族等の希望を大切に
し，納得が得られたかかりつけ医と事業
所の関係を築きながら，適切な医療を受
けられるように支援している。

26 10

28

29

27

30 11

本人・家族から情報収集を行い、本人、
家族の求めているものが提供できるよう
アセスメントをし、介護計画を作成して
いる。またユニット職員での話し合いを
定期的に行い、各入居者のケアのあり
方、意見、アイディア等を反映させて介
護計画を作成している。

利用者の様子を観察し、家族の意見を聞
きながら、介護計画を立てている。計画
に添って毎日モニタリングで確認を行
い、定期的な会議に於いて見直しが必要
な場合は、その都度検討を行い、短期目
標を変更する等して、現状に即した支援
を行っている。

個別の記録用紙があり、入居者の状態を
日々記録している。また、職員は業務前
に記録を読み、情報の共有に努め、業務
に活かすよう心掛けている。

本人や家族の要望に向かい合い、その時々
に必要な支援を出来る限り柔軟に対応する
よう取り組んでいる。急な外出や、予定の
変更があっても本人が安心して過ごせるよ
う対応している。散髪・買い物など、頼ま
れても直ぐに出来ない事もあるが、スタッ
フ間で時間をやりくりして早目に対応する
ように心がけている。

月１回、音楽会や法話の時間を通じて地域
の人々の力を借り、協力しながら支援をし
ている。また、中学生の職場体験を積極的
に受け入れている。生徒さんと調理や買い
物、ゲームを一緒に行うことで会話が弾
み、生き生きとした表情で過ごされ、生徒
さんとの交流を楽しみにされている。

週に1回、協力医の定期的な往診があ
り、本人、家族の希望があれば馴染みの
医師による継続的な医療を受けて頂いて
いる。本人の訴えや日々の変化など情報
提供している。入居者の急変時には、夜
間であっても迅速に医師が対応をして下
さる。

家族や利用者の希望もあり、入所前より
馴染みのあるかかりつけ医に通院する人
もいる。協力医は認知症に理解が有り夜
間対応も行っている。また必要時は他科
への紹介もある。歯科へは必要に応じて
受診している。同事業所は、管理者は看
護師で協力医と共に２４時間対応で、安
心で適切な支援につなげている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でとらえ
た情報や気づきを，職場内の看護職員や
訪問看護師等に伝えて相談し，個々の利
用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療でき
るように，また，できるだけ早期に退院
できるように，病院関係者との情報交換
や相談に努めている。又は，そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て，早い段階から本人・家族等と話し合
いを行い，事業所でできることを十分に
説明しながら方針を共有し，地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでい
る。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて，全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い，実践力を身に付けてい
る。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに，地域との協力体
制を築いている。

33 12

31

32

34

入院時は、家族の了解を得た上で本人に
関する情報提供を行っている。入院中も
面会に行く等し関わりを継続し、病院関
係者とも連絡を取り、短期間での退院に
繋がるように努めている。

法人内で看護職員を確保し健康管理や医
療的な支援を行っている。入居者に変化
や異常がみられたらすぐに看護師に伝え
て、指示を受けて対応をしている。

契約時、重度化した場合の指針を説明し
ている。重度化した場合、早い段階で本
人、家族の意向を確認しケア関係者、か
かりつけ医を交え対応方針を話し合い共
有化を図っている。フロア会議でスタッ
フも対応方針を考え日々不安に思ってい
ることや疑問点などを話し合っている。

入所時に説明は行われている。重度化し
た場合、改めて家族に説明し同意を得て
いる。看取りになると管理者は家族と話
し合い、職員と共に情報を共有しなが
ら、チームで支援に取り組んでいる。夜
間急変した場合、職員は看護師である管
理者や協力医の指示に従い、またユニッ
ト同士協力しながら支援に取り組んでい
る。

緊急時の対応マニュアルがあり、いつで
も職員が目を通せるようにしている。入
社時にバイタルチエックやAEDの使い方
について指導を行い、全体会議において
半年に一回は、AEDを使って勉強会を
行っている。

年２回防火訓練を行っている。その時同
ビルの他事業所の方も参加して頂き、避
難誘導の協力を得ている。また、事務所
に平面図へ避難経路や消防設備の配置を
掲示している。防火訓練時、運営推進会
議のメンバーの方にも参加して頂き、意
見や災害時の協力体制について話してい
る。

年２回の防災訓練の内、１回は夜間想定
の基、職員は決められた各階の場所ま
で、利用者と共に移動しながら訓練に参
加している。ハザードマップでの位置付
けも把握しており、地域住民との協力体
制を築く取り組みも成されている。備蓄
は３日～１週間位確保してある。

35 13
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシー
の確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りやプラ
イバシーを損ねない言葉かけや対応をし
ている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり，自己決定できるように働きかけて
いる。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく，一人ひとりのペースを大切にし，
その日をどのように過ごしたいか，希望
にそって支援している。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一人ひ
とりの好みや力を活かしながら，利用者
と職員が一緒に準備や食事，片付けをし
ている。

36 14

37

40 15

39

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

38

入居者ひとり一人が、笑顔になるような
言葉かけを心がけている。拒否的な言葉
は使わないように気を付けている。入居
者の方が勘違いされても直ぐに間違いを
指摘しないで、少し時間をおいてから
ゆっくり話かけるようにしている。

職員は、利用者一人ひとりの生活歴を活
かし、言葉がけ等誇りを傷つけないよう
配慮している。平素の会話の中で、馴染
みが行き過ぎない様に配慮し、研修は社
会保険労務士より、倫理、接遇等「親し
みと慣れ合いの違い等」を常に意識し、
言葉がけや誇りを傷つけないよう配慮し
ながら、適切な支援に取り組んでいる。

入居者の発言をよく聴き、出来るだけ本
人の希望に沿った生活が出来るように心
がけている。自分の思いを表現するのが
難しい入居者に対しては、表情や体調を
みて職員間で話し合い、納得した生活を
送って頂けるように努めている。

どのように過ごしたいのか、入居者の意見
を聴き、出来るだけ本人のペースに合った
生活が出来るように対応している。意思表
示の難しい方に対しても本人の状態や表情
を読み取り、出来るだけ希望に添えるよう
に努めている。「何かお手伝いをしたい」
と言われた時は「やりたい」という意欲を
失わないように直ぐに対応している。

朝、服を着替える時は、出来るだけ本人に
お聞きして、服を選んでいる。近所の理・
美容院へ出かけて、個々の希望に合わせた
カット等行っている。朝の整容の時に髪の
セットに気をつけている。外出行事やホー
ム内での行事がある時は帽子やスカーフを
アレンジして華やかな装いになるようにし
ている。

本人の好みを聞き、出来るだけメニューに
取り入れるように心がけている。調理や片
付けなど職員と一緒に行っている。また、
食事も一緒にとり、声かけをしながら楽し
い雰囲気になるよう心がけている。天気の
良い日には、職員と食材の買物に行ってい
る。飲み込みが難しい方にはトロミをつけ
たりミキサーをかけている。

毎日のメニューは出来る限り、利用者の
希望を取り入れるよう取り組んでいる。
食事は職員と共に会話をしながら食べて
いる。食事環境も、好きなテーブルで気
の合う人と共に食事を楽しんでいる。ま
た年に数回、回転ずしやおやつのスイー
ツを食べに行き、花見の時期には花見弁
当をケータリングして楽しんでいる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が一日
を通じて確保できるよう，一人ひとりの
状態や力，習慣に応じた支援をしてい
る。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう，毎
食後，一人ひとりの口腔状態や本人の力
に応じた口腔ケアをしている。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし，一
人ひとりの力や排泄のパターン，習慣を
活かして，トイレでの排泄や排泄の自立
に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，飲食
物の工夫や運動への働きかけ等，個々に
応じた予防に取り組んでいる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て入浴を楽しめるように，職員の都合で
曜日や時間帯を決めてしまわずに，個々
に応じた入浴の支援をしている。

44

41

43 16

45 17

42

毎食、食事量・水分量のチェックを行っ
ている。水分摂取の少ない入居者には個
別に飲み物を用意して、こまめに飲んで
頂く様にしている。栄養バランスのよい
食事になるように心がけている。入居者
の体重測定を月に1回と、個別に毎週月
曜日に行っている。

毎食後に口腔ケアの声かけを行い、困難
な方には状態に合わせて職員が介助して
いる。一人ひとりに合った歯ブラシを選
んで使用している。また、うがいが出来
ない方にはスポンジブラシを使用して口
腔ケアを行っている。しかし、自分で歯
磨きをされる方の口腔内のチエックが出
来ていない。

排尿、排便チエックを行い、排泄パター
ンを把握し、トイレで排泄が出来るよう
に努めている。下着・リハビリパンツ・
尿取りパット等日中、夜間、外出時に応
じて使い分けている。失禁が多い入居者
の清拭の声かけは無理強いせず気持ちよ
く過せる様に声かけを行っている。

職員は、利用者の排泄パターンを把握し
状態を確認して、リハビリパンツから布
パンツと改善に繋げるよう取り組んでい
る。又トイレ環境にも配慮しヒート
ショックが無いようにヒーターを設置し
たり、フロアーの暖かい空気を取り入れ
る工夫を行ったりして自立に向けた排泄
支援を行っている。

便秘にならないように、出来るだけ水分を
多く摂る様に心がけている。野菜を多くメ
ニュ―に取り入れている。リハビリ体操や
夕方のレクリエーションに参加してもら
い、身体を動かすように声を掛けている。
毎食後トイレ誘導を必ず行っている。昼食
時にヨーグルトを摂取するようにしてい
る。

一人ひとりの体調に合わせて無理強いは
せず、入浴を楽しめるよう、湯の温度な
どなるべく希望に沿うように心がけ、声
かけや必要に応じて介助を行っている。
また、季節に応じてゆず湯や菖蒲湯など
もしている。入浴が難しい方は足浴や
ベッド上で洗髪を行っている。

入浴を楽しんで貰うために、利用者一人
ひとりのその時の状態等を考慮し決めて
いるが、概ね週２～３回である。冬場の
入浴で気を付けている事は、皮膚のかさ
つきが多くなる為、入浴後にワセリンを
塗り保湿を保つ等、職員は常に気配りし
ながら入浴の支援に努めている。

10 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて，休息したり，安心して気持ち
よく眠れるよう支援している。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用，用法や用量について理解してお
り，服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに，一人ひとりの生活歴や力を活かし
た役割，嗜好品，楽しみごと，気分転換
等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって，戸
外に出かけられるよう支援に努めてい
る。また，普段は行けないような場所で
も，本人の希望を把握し，家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように
支援している。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており，一人ひとりの希望や力
に応じて，お金を所持したり使えるよう
に支援している。

47

48

49 18

46

50

その時々の状況に応じて、ベッドで休ん
だり、フロアでも休めるようにソファを
置き、何処でも休んで頂けるようにして
いる。夜間、安眠できるように、エアコ
ンの温度調整をこまめに行っている。冬
は居室に加湿器を入れて乾燥しない様に
気をつけている。

一人ひとりの個人ケースに薬の内容や副作
用の説明書を閉じている。また、入居者全
員の薬の説明書をファイルして、書棚に保
管し、すぐに確認出来るようにしている。
新しい薬など、職員が把握出来るように
ノートに記載し、情報が共有出来るように
している。２人の職員で必ず服薬前のダブ
ルチエックを行い、誤薬がないように気を
付けている。薬の副作用などの細かいとこ
ろの把握は出来ていない。

各入居者の生活歴を把握した上で、食器洗い
や洗濯物干し、洗濯物たたみ、おかずの盛り
付け、調理の下ごしらえ、掃除など役割を
持って頂いている。季節の行事や誕生日会
等、カレンダーに書いており、楽しみが共有
出来るよう努めている。散歩、買物などの外
出の機会を多く取り入れるように努めてい
る。また、一人ひとりの楽しみごとを増やし
ていくよう会話の中から聞き取り提案をして
いる。

日常の買い物は入居者の体調をみながら
声を掛け、順番に出かけている。また、
ご家族の協力を得て買い物や外食、美容
院、法事への参加、墓参りをされてい
る。

利用者の希望に添い、家族の協力のもと
出掛けたい場所（自宅、墓参り、美容院
等）や目的を把握し支援に努めている。
事業所は機会があれば、少し遠くへドラ
イブに出掛ける等して外出を楽しんでい
る。家族は手紙やもえぎだよりで様子を
知り、自宅では出来にくい支援に感謝し
ている。事業所は更なる取り組みに努力
している。

買い物の時は、職員が代行することが多
いが、出来る方は自分で財布からお金を
だして支払いをしてもらっている。

11 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り，手紙のやり取りができるように支援
をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台所，
食堂，浴室，トイレ等）が，利用者に
とって不快や混乱をまねくような刺激
（音，光，色，広さ，温度など）がない
ように配慮し，生活感や季節感を採り入
れて，居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人や家
族と相談しながら，使い慣れたものや好
みのものを活かして，本人が居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できること」
や「わかること」を活かして，安全かつ
できるだけ自立した生活が送れるように
工夫している。

51

54 20

55

52 19

53

ソファやテーブル、畳などの空間があり
入居者同士で話をされたり、思い思いの
場所で過ごすことができるよう、配置も
心かけている。

本人の希望に応じ、電話で自由に話が出
来るようにしており、職員は席を外すよ
うにしている。手紙も自由にやり取りが
出来るように支援をしている。

季節の花を飾ったり、季節に関するもの
を置いている。犬も飼育している。整理
整頓に心がけ不必要なものは置かないよ
うにしている。また、ソファーを増やし
皆がゆったり過ごせるようしている。ト
イレに小型の暖房ヒーターを置いて入居
者が寒くないようにしている。

整理されたリビングは、季節の花や作品
を飾ったりしている。廊下の隅に優しい
スロープが作られ、風呂はそのスロープ
を通って行くため、自然のリハビリが出
来る。同事業所にはアイドル犬”よも
ぎ”が利用者の癒しで皆に可愛がられて
いる。リビングは常に人の気配を感じら
れ、心地よく過ごせる様職員は支援して
いる。

家で使い慣れた生活用品や衣類、家具、
アルバム等持ち込んで頂いている。タン
スの上に家族の写真、家族からの手作り
メッセージカードや毎月入居者が参加さ
れた行事の写真カレンダーを飾ってい
る。

道路沿いでは有るが、雑音は殆ど感じら
れない。居室は明るい日差しが入り、使
い慣れた家具等が持ち込まれ、思い出の
写真や家族からのカードを飾ったり、そ
の人に合った居室造りがされている。職
員は一人ひとりの利用者が、居心地よく
暮らせるようサポートしながら支援して
いる。

入居者一人ひとりの出来る力を把握して出
来る事と出来ない事を見極めて、一人で出
来ることは時間がかかっても行えるように
見守りを行い、出来ない事を毎日の声かけ
や対応で手助けをし、自立した生活が過ご
せるようにしている。今、出来ていること
を継続できるように声掛けを行っている。
入居者の出来ることを一つでも増やせるよ
うに心がけている。
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○

○

○

○

○

○

○

○

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

63

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

60 利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

④ほとんどない

Ⅴ  アウトカム項目

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんどいない



○

○

○

○

○

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③たまに

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係やとのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

66 職員は，活き活きと働けている



（様式２）

事業所名 グループホーム　もえぎ

作成日

【目標達成計画】

1 14

2 5

3

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

２  目標達成計画

平成30年2月21日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
目標達成に
要する期間

入居者様に対する言葉使い
が指示的になっている。

スタッフの関係が良くな
る。

ボードに今日大事にしたい
ことを書き、スタッフの意
識統一を行う。

平成30年4月1日
～平成31年3月31

日

入居者様に不安や不快感を
与える様な言葉かけになっ
ている。

入居者様が元気に過ごせ
る。

管理者は3ヶ月に一回面接を
行う　主任は毎月面接を行
う。

平成30年4月1日
～平成31年3月31

日


